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議員が草稿を作成した記事において、特定の名詞の表記（「障害者」を「障がい者」と表記するなど）については、議員本人の意向を尊重して掲載しています。
そのため、異なる表記が混在する場合があることを予めご了承ください。

　
　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
届
出
制

度
」
の
存
在
と
そ
の
意
義
を

知
ら
せ
る
た
め
、
広
報
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で

は
。
ま
た
、
肌
の
色
や
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
な
ど
、
そ

の
人
の
特
性
を
差
別
す
る
こ

と
は
、
人
権
に
著
し
く
反
す

る
と
啓
発
す
べ
き
で
は
。

　
総
合
政
策
部
長　
制
度

に
つ
い
て
、
広
報
な
が
れ
や

ま
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
制
度
概
要
を
案
内
す

る
印
刷
物
な
ど
で
周
知
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
11
月
に
は
多
様
性
を
尊
重

す
る
意
義
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

 

問 　

  

答  　

ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
必
要
性
を
学
ぶ
講
演

会
を
開
催
し
、
令
和
７
年
３

月
に
は
災
害
時
に
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
が
直
面
す

る
課
題
や
困
難
に
つ
い
て
学

ぶ
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
の
生
ま
れ
持
っ
た

特
性
を
攻
撃
し
た
り
、
差
別

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
人
権

侵
害
で
す
。
市
で
は
、
小
中

学
校
で
の
人
権
啓
発
活
動
や

市
民
講
演
会
な
ど
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
性
の
多
様
性
の
理

解
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

差
別
の
な
い
世
界
を
目
指
し
、

啓
発
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

阿
部
　
治
正

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
差
別
・

�

排
除
の
な
い
社
会
を

　
令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、
21
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
う
ち
、
１
問
に
つ
い
て
の

質
問
・
答
弁
を
通
告
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
「 

問 

」
部
分
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の
草

稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
政
に
関
す
る

市
政
に
関
す
る

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
教
育
委
員
会
で
は
、「
基

礎
体
力
」「
心
身
の
育
成
の
推

進
」「
生
活
習
慣
の
確
立
」「
安

全
教
育
の
推
進
」
を
掲
げ
、

学
校
現
場
と
一
体
に
な
っ
て

健
や
か
な
体
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。本
市
児
童
の

体
力
低
下
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
体
力
増
強
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
小
学

５
年
生
と
中
学
２
年
生
を
対

象
と
し
た
令
和
５
年
度
全
国

体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
の
結
果
で
は
、
前

年
と
比
べ
る
と
若
干
の
向
上

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
令
和

元
年
度
の
水
準
に
は
至
っ
て

 

問 　

  

答  　

い
ま
せ
ん
。
本
市
に
お
い
て

は
、
投
力
と
握
力
が
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
課
題
克

服
の
た
め
、
体
育
授
業
の
工

夫
を
図
り
、
鉄
棒
に
触
れ
る

機
会
や
投
げ
方
に
特
化
し
た

ボ
ー
ル
運
動
な
ど
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
筋
力
や
投
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
と

の
連
携
に
よ
る
マ
リ
ー
ン
ズ

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
を
通
し
て
、
投
げ
方
の

基
本
動
作
を
学
ぶ
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
体
力
向
上
と
と
も

に
運
動
を
通
じ
た
豊
か
な
心

身
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

流
政
会
　
　
青
野
　
直

児
童
の
体
力
低
下
の
課
題
と

�

体
力
増
強
に
つ
い
て

　
　
認
知
症
基
本
法
が
施
行

さ
れ
た
。
「
新
し
い
認
知
症

観
」
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
さ
ら
な
る
展
開
や
、
啓

発
資
料
の
作
成・配
布
な
ど
、

認
知
症
に
関
す
る
知
識
お
よ

び
認
知
症
の
人
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
強

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、

令
和
５
年
度
は
一
般
市
民
の

ほ
か
、
市
内
の
小
学
校
や
企

業
な
ど
に
対
し
行
っ
て
お
り
、

平
成
18
年
の
講
座
開
始
以
来
、

累
計
２
万
２
８
１
１
人
が
受

講
し
ま
し
た
。
新
し
い
認
知

 

問 　

  

答  　

症
観
の
定
着
の
た
め
、
引
き

続
き
小
中
学
校
、
自
治
会
や

企
業
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
す
る
ほ
か
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
Ｖ
Ｒ
認

知
症
体
験
会
、
市
民
向
け
講

演
会
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
で
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
啓
発
資
料
と
し
て
認

知
症
安
心
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
て
お
り
、
令
和
８
年

度
の
改
定
に
向
け
、
新
し
い

認
知
症
観
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
掲
載
す
る
準
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
な
が
れ
や
ま

で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

公
明
党
　
　
桑
畑
　
伴
子

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た�

�

地
域
社
会
の
構
築
を

　
　
①
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

認
知
度
向
上
の
た
め
の
展
示
、

開
催
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
表
示
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

②
小
中
学
校
を
中
心
に
幼
稚

園
、
保
育
園
な
ど
へ
の
啓
発

に
も
努
め
る
と
あ
っ
た
が
、

今
後
は
ど
う
啓
発
す
る
の
か
。

　
生
涯
学
習
部
長　
①
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
表
示
は
、
現

在
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

開
催
に
向
け
機
運
を
高
め
る

取
り
組
み
と
し
て
、
庁
内
関

係
部
署
と
連
携
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
②
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
催
に

当
た
り
国
か
ら
依
頼
の
あ
っ

公
明
党
　
　
岡
　
明
彦

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

�

東
京
大
会
に
つ
い
て

 

問 　

  

答  　

公
明
党
　
　
野
村
　
誠

本
市
の
子
ど
も
に
や
さ
し
い

�

施
策
方
針
に
つ
い
て

 

問 　
  

答  　
　
　
子
ど
も
・
若
者
の
居
場

所
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て
、

柏
市
で
行
わ
れ
て
い
る
若
者

が
望
ま
な
い
孤
独
を
防
ぐ「
ふ

ら
っ
ぽ
北
柏
」
の
取
り
組
み

を
参
考
に
、
中
高
生
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
、
安
心
し
て
自

由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

居
場
所
を
早
期
に
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
家
庭
部
長　
市

と
し
て
は
、
中
高
生
や
若
者

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
安
心

し
て
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
居
場
所
の
提
供
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も

や
若
者
の
成
長
を
促
す
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
現
在
編
成

中
の
令
和
７
年
度
予
算
に
お

い
て
、
高
校
生
・
大
学
生
世

代
な
ど
の
若
者
が
利
用
で
き

る
居
場
所
の
設
置
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ご
提
案
の
あ
っ
た
、
民
間
が

運
営
し
て
い
る
「
ふ
ら
っ
ぽ

北
柏
」
の
事
例
を
含
め
、
他

自
治
体
の
先
進
事
例
な
ど
を

参
考
に
、
ま
ず
は
、
若
者
が

多
く
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
想
定

さ
れ
る
地
域
を
２
カ
所
選
定

し
、
公
共
施
設
な
ど
を
活
用

し
た
試
行
的
事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
に
委
託
し
て
実
施

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
の
ま
ち
の
実
現
に
は
、

ま
だ
課
題
が
あ
る
。
江
戸
川

台
駅
東
口
周
辺
の
再
整
備
に

は
近
隣
か
ら
来
訪
者
を
誘
致

す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
が
、

運
河
駅
周
辺
で
は
見
る
・
食

べ
る
・
遊
ぶ
な
ど
の
周
遊
型

観
光
を
切
り
口
に
可
能
性
の

模
索
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
市
長　
江
戸
川
台
駅
東

口
周
辺
地
区
で
は
、
こ
こ
に

い
た
い
、
こ
こ
に
行
き
た
い

と
感
じ
ら
れ
る
場
づ
く
り
を

目
標
に
事
業
を
進
め
て
い
ま�

す
。ジ
ェ
ト
ロ
跡
の
施
設
は
、

地
域
の
方
と
来
訪
者
の
交
流

空
間
を
目
指
し
て
お
り
、
取

 

問 　

  

答  　

森
田
　
洋
一

交
流
人
口
を

�

増
加
さ
せ
る
に
は

　
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の

距
離
標
は
ど
の
よ
う
な
設
置

方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ル
ー
ト
案
内
の
設
置

に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
ジ

ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
が
計
画
さ

れ
る
と
考
え
る
が
、
ル
ー
ト

決
め
を
検
討
す
る
上
で
、
意

見
聴
取
な
ど
を
す
る
予
定
は

あ
る
の
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

１
点
目
の
距
離
標
の
設
置
方

法
に
つ
い
て
は
、
石
原
議
員

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
十
太
夫

近
隣
公
園
と
同
様
の
路
面
標

示
を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。

２
点
目
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
の
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
際

 

問 　

  

答  　

の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、関

連
す
る
市
民
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
検
討
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

流
政
会
　
　
石
原
　
修
治

流
山
市
総
合
運
動
公
園
の

�

再
整
備
に
つ
い
て

た
大
会
入
賞
メ
ダ
ル
の
デ
ザ

イ
ン
募
集
を
、
市
内
小
中
学

校
へ
案
内
し
ま
し
た
。
昨
年

度
は
、
小
学
校
で
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
学
ぶ
講
義

や
手
話
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、

県
主
催
事
業
で
パ
ラ
ア
ス
リ

ー
ト
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
小
中
学
校
で
実
施
し
、

障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
限
ら
ず
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
や
異
文
化
交

流
の
知
識
・
理
解
を
深
め
、

共
生
社
会
実
現
へ
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
の

認
知
向
上
に
努
め
ま
す
。

り
組
み
を
通
じ
交
流
人
口
増

加
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

国
の
江
戸
川
河
川
事
務
所
、

流
山
・
野
田
・
柏
の
３
市
、

民
間
団
体
、
学
識
経
験
者
で

構
成
の
「
自
然
と
人
を
育
む

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

で
は
、
市
域
を
超
え
た
利
根

運
河
地
域
の
周
遊
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
末
に
眺
望
の
丘
付
近
に

飛
び
石
橋
を
整
備
予
定
で
、

理
窓
会
記
念
自
然
公
園
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
た
め
、

東
京
理
科
大
学
と
の
連
携
な

ど
、
関
係
機
関
と
協
働
や
連

携
を
進
め
、
周
遊
型
観
光
の

可
能
性
を
模
索
し
ま
す
。


